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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成31年３月29日に提出した第21期（自　平成30年１月１日　至　平成30年12月31日）の有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

注記事項

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

　　（訂正前）

　子会社についてはすべて連結しております。

連結子会社の数……9社

　連結子会社名は「第１　企業の概況　４　関係会社の状況」に記載しているため省略しております。

 

当社は、平成30年１月17日開催の当社取締役会において、アディッシュ株式会社の株式の当社持分の一部売

却及び当該第三者割当の引受人及びアディッシュ株式会社代表取締役 江戸浩樹氏との間で、当社のアディッ

シュ株式会社の株式の保有目的を純投資とする旨の株主間契約を締結することを決議し、同日付で当該契約を

締結いたしました。これにより、当社は、アディッシュ株式会社の財務及び経営等の方針に対し重要な影響を

与えることができなくなることから、第１四半期連結会計期間よりアディッシュ株式会社、その子会社である

アディッシュプラス株式会社及びadish International Corporationを連結の範囲から除外しております。

また、第１四半期連結会計期間において当社を存続会社、株式会社シーエムエスエスを消滅会社とする吸収

合併をいたしました。これに伴い、第１四半期連結会計期間より、株式会社シーエムエスエスを連結の範囲か

ら除外しております。

第２四半期連結会計期間において、当社の子会社であった株式会社デジタルアイデンティティ（平成30年４

月３日付で株式会社TRUSTDOCKに社名変更）の株式の一部を譲渡いたしました。これにより、第２四半期連結

会計期間より当社の連結の範囲から除外しております。

 

　　（訂正後）

　子会社についてはすべて連結しております。

連結子会社の数……9社

　連結子会社名は「第１　企業の概況　４　関係会社の状況」に記載しているため省略しております。

 

当社は、平成30年１月17日開催の当社取締役会において、アディッシュ株式会社の株式の当社持分の一部売

却及び当該第三者割当の引受人及びアディッシュ株式会社代表取締役　江戸浩樹氏との間で、当社のアディッ

シュ株式会社の株式の保有目的を純投資とする旨の株主間契約を締結することを決議し、同日付で当該契約を

締結いたしました。当社は、アディッシュ株式会社について、企業会計基準適用指針第22号第16項の要件を満

たしており、アディッシュ株式会社の財務及び経営等の方針に対し重要な影響を与えることができなくなるこ

とから、第１四半期連結会計期間よりアディッシュ株式会社、その子会社であるアディッシュプラス株式会社

及びadish International Corporationを連結の範囲から除外しております。

また、第１四半期連結会計期間において当社を存続会社、株式会社シーエムエスエスを消滅会社とする吸収

合併をいたしました。これに伴い、第１四半期連結会計期間より、株式会社シーエムエスエスを連結の範囲か

ら除外しております。

第２四半期連結会計期間において、当社の子会社であった株式会社デジタルアイデンティティ（平成30年４

月３日付で株式会社TRUSTDOCKに社名変更）の株式の一部を譲渡いたしました。また、当社は、株式会社デジ

タルアイデンティティ（株式会社TRUSTDOCK）について、企業会計基準適用指針第22号第24項の要件を満たし

ており、当該会社の財務及び経営等の方針に対し重要な影響を与えることができないことが明らかであると認

められるため、第２四半期連結会計期間より当社の連結の範囲から除外しております。
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